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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　出エジプト記 12:13･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　２１番　力の主を

*交読文　････････････････ 　３９番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７６番　きよきみ霊よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　１９９番　主イエス十字架を負い

メッセージ　･･････････････ 書かれている御言葉を超えない(第一コリント 4:6)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　５２１番　光と闇との

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　「わたしはまた、御座と四つの生き物との間、長老たちの間に、ほふられたとみえる小

羊が立っているのを見た。」(黙示録 5:6)

　「一家族に小羊一頭を取らなければならない。…そしてこの月の十四日まで、これを

守って置き、＿＿はみな、夕暮にこれをほふり、その血を取り、小羊を食する家の入口

の二つの柱と、かもいにそれを塗らなければならない。そしてその夜、その肉を火に焼

いて食べ、種入れぬパンと苦菜を添えて食べなければならない。…その夜わたしはエジ

プトの国を巡って、エジプトの国におる人と獣との、すべてのういごを打ち、またエジプト

のすべての神々に審判を行うであろう。わたしは主である。その血は＿＿のおる家々で、

＿＿のために、しるしとなり、わたしはその血を見て、＿＿の所を過ぎ越すであろう。わ

たしがエジプトの国を撃つ時、災が臨んで、＿＿を滅ぼすことはないであろう。この日は

＿＿に記念となり、＿＿は主の祭としてこれを守り、代々、永久の定めとしてこれを守ら

なければならない。」（出エジプト記 12章）　「ほふられた小羊こそは、力と、富と、知恵と、

勢いと、ほまれと、栄光と、さんびとを受けるにふさわしい」(黙示録 5:12)

メッセージ概要

　前回の父の日礼拝では、多くの教会・多くの兄弟姉妹の霊的な父となったパウロをコリント書から見た。

今回コーエンで研究した聖書箇所もコリント書で、奇しくも前回メッセージした所がそのまま取り上げれた。

今、特に主が示しておられるコリント書から、本日も学びたい。

　『兄弟たちよ。これらのことをわたし自身とアポロとに当てはめて言って聞かせたが、それはあなたがたが、

わたしたちを例にとって、「しるされている定めを越えない」ことを学び、ひとりの人をあがめ、ほかの人を見

さげて高ぶることのないためである。』(１コリント 4:6)　すなわちパウロは、「書かれている事を越えない」とい

う事を学ばせるため、また、一方にくみし他方に反対して高慢にさせないために、コリント書を書いたのだ。

　「しるされている定め」とはすなわち「御言葉」である。言葉には、境界線を引く作用があるが、御言葉の

境界の内側、すなわち、  御言葉の防護壁の内側は、いのちの領域であり、外側は、死の領域である。

　世では色々な戦いが繰り広げられているが、キリスト者の「霊的戦い」は、複雑怪奇なものではなくシンプ

ルである。すなわち霊的戦いとは、自分がいかに御言葉の領域内に入るか、いかに人を御言葉の領域へ

引き込むか、あるいは私達の家庭や仕事の「領域」を、いかに御言葉の中に入れて行くか、という点にある。

　御言葉の領域内に入っているなら、シンプルに「勝ち」であり、御言葉の境界線を超えた「あちら側」にい

るなら、シンプルに「負け」である。私達は人生の決定において、現在の生活や、仕事において、御言葉の

こちら側にいるだろうか。あちら側にいるだろうか。その視点で見るなら、将来の勝ち負けが見えてくる。

　本日箇所の、記されている定めを「越える」という語は、ヘブライ語では ח סח 発音は”パサァハ(カ)”、日）פס

本語で”ペサハ”と表記される事が多い）である。これは特に、出エジプトにおける「過ぎ越し」で用いられる

語であるが、原意は「跳ねる」で、スキップする、踊る、また”どっちつかず”の意味もある。過越祭が制定さ

れた出エジプト記 12章に 3回登場する語だが、面白い事に、１列王記 18章にも 2回出てくる。

　『「あなたがたはいつまで二つのものの間に「迷っている（ペサハ）」のですか。主が神ならばそれに従い

なさい。しかしバアルが神ならば、それに従いなさい」。民はひと言も彼に答えなかった。』(１列王記 18:21)

　これは預言者エリヤが、８５０人の偽りの神々の預言者と対決する時に放った言葉である。当時、エリヤは

唯一、主の忠実なしもべとして立っていたが、全イスラエルがバアルという偽りの神につくか、それともまこ

との神につくかを迷って（ペサハ）いた。それはちょうど、御言葉という境界線を跨いで、ある時は御言葉を

引用し、しかし結局は、世の価値観に媚びて動くような、「どっちつかず」の状態だ。

　そのような人はいるだろうか。その人は、かの時代のような経験をする事になってしまう。すなわち、ずっと

雨が降らず潤いが無いまま、アハブのような悪い指導者や、イゼベルのような悪い女の尻に敷かれ、その

食卓からこぼれるパンくずをもらうために、へつらい、預言者を自称し、都合の良い言葉だけを言うような。

　　出エジプトのペサハ（過ぎ越し）の時、小羊の血が塗られた戸の内側にいた人達には、災いは及ばず

守られた。しかし、外側にいた人達は、死の恐怖に脅かされた。同様に、御言葉の境界内にいるならいつ

も安全  であるが、そこから  外れれば、外れる程、いのちの保証から外れ、死の恐怖にいつも脅かされる。

　イゼベルの食卓からこぼれるパンくずにあずかっていたバアルの預言者達は、バアルを呼んでも何も答

えられなかったので、「ペサハした（踊った：２６節）」。それでも何の答えもなく、エリヤにあざけられたので、

今度は互いに刀で傷つけ合ってペサハした。８５０人が血を流して踊り狂う。中々の壮観だが、結局何も起

きない。最後には、彼らの仕えてきた神が偽物で、主こそ神である事が明らかになり、彼らは殺されてしまう。

　これが、  主の過越（ペサハ）の血  から勝手に出て、勝手なペサハをしている者の末路だ。彼らは互いに血

を流し合って踊り狂うような虚しいペサハを演じても、何も起きず、最後には、偽物として滅ぼされてしまう。

　「記録された御言葉」なるお方がおられる。彼は最高権威をもち、いのちの法則がある。しかし、記録され

た御言葉の枠組みから外れる者には、いのちの保証が無い。イエス・キリストの過越（ペサハ）の血から、の

このこ出て、世でパンくずを得るために、不当な者に媚びて、ペサハ（踊り狂う）するのは、遠回りの、疲れ

る道であり、行き着く先は死である。主イエス様のペサハ（過越）の血にしっかり留まり、いのちと祝福の保

証を得ながら生きる皆さんでありますように、イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 13 巻 25 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2018 年 6 月 24 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

